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pure::variants － MATLAB/Simulinkコネクタ 

 
pure::variants はバリアントの定義とバライアビリティのモデリングを開発全フェーズでサポートし、

既存のツールはバライアビリティとバリアントを効率的に扱えるように増強されます。 

 

このドキュメントでは、pure::variantsにMATLAB/Simulinkモデルをファミリーモデルとしてインポ
ートし、これらをフィーチャモデルの各バリエーションに関連付けさせて、プロダクトラインのコア資

産として再利用できるようにするまでの過程を、例を用いて紹介します。 
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１．pure::variantsを起動し、[ファイル]メニューから、[新規]－[プロジェクト]を選択します。 
 
２．Variant Managementから Variant Projectを選択し、[次へ]ボタンを押下します。 
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３．Project nameを入力します。Project contentsでは、Use defaultにチェックが入っています。こ

の場合、マイドキュメント配下の pure-variants-workspace-2.4 フォルダ内にプロジェクトが生成
されます。プロジェクトの場所を任意で設定する場合は、Use default のチェックを外してディレ
クトリを指定します。 
Project typeを選択します。 
・ Standardは、フィーチャモデル、ファミリーモデル、コンフィグレーションスペース（標準変
換に接続されるバリアント記述モデル）を含んでいるプロジェクトを作成します。全てのモデ

ルは、プロジェクト名と同じ名前になります。 
・ Customは、名前、型、生成されるモデルの数などの定義を許可します。 
・ Emptyは、どのモデルもない空のプロジェクトを生成します。 
ここでは、Emptyを選択します。[終了]ボタンを押下します。 
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４．pure::variants GUIの左にある Variant Projectで、先程入力したプロジェクト名の上で右クリッ
クし、インポートを選択します。 

５．その他 から variant Models or Projectsを選択し、[次へ]ボタンを押下します。 
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６．Import Matlab/Simulink Modelを選択し、[次へ]ボタンを押下します。 
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７．Select source fileで、Matlab/Simulinkモデル（.mdl）を選択します。Family model nameに任
意の名前を入力します（File nameには同じ名前が入力されます）。[終了]ボタンを押下します。 

  

 
 
８．指定したMatlab/Simulinkモデルファイルが、pure::variantsにインポートされます。 
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９．Variant Projectで、プロジェクト名の上で右クリックし、[New]から[Configuration Space]を選択
します。Configuration space nameを任意の名前で入力し、[終了]ボタンを押下します。 

   
   
以下のように、MATLAB/Simulinkモデルがファミリーモデルにインポートされました。 
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  ファミリーモデル内は、サブシステムや Simulink ブロック、ブロック同士を結ぶ線として分類さ

れます。上記と同様の手順で、１つのプロジェクトに複数のモデルをインポートすることも可能で

す。 
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＜バリエーションポイント（変動点）の作成＞ 
フィーチャモデルにバリエーションポイントを作成し、インポートしたファミリーモデル内のコンポー

ネントとリンクさせる方法について説明します。ここでは、以下のサンプルモデル（flow_control.mdl）
を使って説明します。 対象は、flow_controlシステムの temperatureSensorサブシステムです。 
 
バリエーションポイントの作成には、2種類の方法があります。 
 
１．別の Simulinkモデルをインポートして行う方法（P.11） 

プロジェクトに、個々の Simulink モデルをインポートし、そのバリエーションポイントを登録
する方法。（インポートの方法は、flow_control.mdlと同様） 
 

２．シンクロナイザー機能を使用する方法（P.39） 
個々の Simulink モデルに対して、ファミリーモデルをシンクロナイズさせて、バリエーション
ポイントとなる部品（ブロック、信号線）を Simulink モデルからファミリーモデルに追加する
方法。 

 
[flow_control.mdl] 

flow_control － flowRegulatorサブシステム 
｜－ temperatureSensorサブシステム 

               ｜－ flowControlLogicサブシステム 

 

上記右下が temperatureSensorサブシステムです。 
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[flow_control2.mdl] 
 flow_control.mdl と同等ですが、バリエーションポイントとして temperatureSensor サブシステム
内の Saturationブロックの代わりに、サブシステム（LimitLogic）を使用しています。 

 
 
これらのモデルを使用して、以下のような変動性を作成してみたいと思います。 
 
① フィルタ処理（Gainブロック、UnitDelayブロックの処理部分）の有無 
② フィルタ処理ありの場合の Gain、Gain1ブロック値を可変にする 
③ リミット処理の選択（Saturationブロック or LimitLogicサブシステム） 
④ リミット処理の上下限値を可変にする 
 
以下、上記 4つの作成方法について説明します。 
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１．別の Simulinkモデルをインポートして行う方法 
① フィルタ処理（Gainブロック、UnitDelayブロックの処理部分）の有無 

 
temperatureSensorサブシステムのフィルタ処理部分（あり orなし）を変動部分として扱います。
pure::variantsで、以下のような [フィルタ処理あり/なし] のモデルを生成できるようにします。 

[フィルタ処理あり] 

 

 
[フィルタ処理なし] 

 
 
  [手順] 
  １．フィーチャモデル（flow_control.xfm）の flow_control上で右クリックし、[New]から[Generic 

Feature]を選択します。New Featureのダイアログが開くので、以下のように [温度センサー]
（temperatureSensor）を作成し、[OK]ボタンを押下します。Visible Name は、日本語で記
述可能です。 
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Variation Typeでは、Mandatoryを選択します。 
 
[Variation Type] 
 ・Mandatory － 必ず選択されるフィーチャとして登録 
 ・Optional － 選択可能なフィーチャとして登録 
 ・Alternative － どれか１つだけ選択されるフィーチャとして登録 
 ・Or  － １つ以上選択されるフィーチャとして登録 

 
  ２．フィーチャモデルの[温度センサー]上で右クリックし、[New]から[Generic Feature]を選択し

ます。New Featureのダイアログが開くので、以下のように[フィルタ機能]（FilterFunc）を
作成し、[OK]ボタンを押下します。 
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    Variation Typeでは、Mandatoryを選択します。 
 
３．フィーチャモデルの[フィルタ機能]上で右クリックし、[New]から[Generic Feature]を選択し

ます。New Featureのダイアログが開くので、以下のように[フィルタ処理あり]（Filter）を
作成し、[OK]ボタンを押下します。 
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    Variation Typeでは、Alternativeを選択します。 
 
  ４．同様に、[フィルタ機能]上で右クリックし、[New]から[Generic Feature]を選択します。New 

Feature のダイアログが開くので、以下のように[フィルタ処理なし]（NonFilter）を作成し、
[OK]ボタンを押下します。 
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    Variation Typeでは、Alternativeを選択します。 
    これで [フィルタ機能] は、[フィルタ処理あり] か [フィルタ処理なし] のどちらか１つを選

択することになります。 
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  ５．作成したフィーチャモデルとファミリーモデルをリンクします。ファミリーモデルから

temperatureSensorの部分を開きます（temperatureSensorの上位層である Simulink:Block: 
flowRegulatorから、simulink:Block: temperatureSensorを開きます）。そこに、インポート
された temperatureSensorサブシステムのブロックや信号線などの部品が置かれています。 

     

 
まずはファミリーモデルに対して、[フィルタ処理あり]（Filter）の設定を行います。 
Simulink:Block: Gain をダブルクリックします。Edit 画面が表示されるので、Restrictions
タグを選択し、[Add]ボタンを押下します。Restrictionフィールドをクリックすると、右端に
ボタンが現われるのでそれをクリックします。 
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Restrictionが pvsclになっていることを確認し、白紙の部分をクリックして CTRL+Spaceを
押下します。いくつか項目が現われるので、その中から[Filter－フィルタ処理あり]をダブルク
リックします。すると白紙の部分に Filterと入力されるので、[OK]ボタンを押下します。これ
で、この Gainブロックは、フィルタ処理ありの時だけ使用されるようにリンクされました。 
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同様に、以下のブロックや信号線に対しても設定を行います。 

simulink:Block: Gain1、 
simulink:Block: Sum、 
simulink:Block: Unit Delay、 
simulink:Line: Sum[1] ->、 
simulink:Line: Unit Delay[1] -> Gain[1]、 
simulink:Line: Gain[1] -> Sum[2]、 
simulink:Line: temperature[1] -> Gain1[1]、 
simulink:Line: Saturation[1] -> sensorTemperature[1]、 
simulink:Line: Gain1[1] -> Sum[1] 
※ １つずつ Restrictionを設定していますが、まとめて設定することも可能です。その場合、
ファミリーモデルの要素を複数選択し、右クリック->New->Restrictionをクリックします。
後は、上記 Edit Restrictionで設定します。 

 
    ファミリーモデル上で右クリックし、[Show InTree]から[Restrictions]を選択すると、先程設

定した Filterが参照できるようになります。各ブロックや信号線に何が設定されているかが確
認できます。 
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次に、[フィルタ処理なし]（NonFileter）の設定を行います。インプットの temerature ブロ
ックから Saturation ブロックへ信号線が新たに必要になるので、 simulink:Line: 
temperature[1] -> Gain1[1] 上で右クリックして Copy を選択し、 simulink:System: 
temperatureSensor 上で Paste します。すると、同じ信号線が simulink:System: 
temperatureSensorの一番下に追加されます。このコピーで新しく作成したものをダブルクリ
ックし、Generalタグの Visible Nameを temperature[1] -> Saturation[1]に変更します。さ
らに、Restrictionsタグをクリックし、手順４と同様に、Restrictionに[NonFilter－フィルタ
処理なし]をダブルクリックで設定します。すると白紙の部分にNonFilterと入力されるので、
[OK]ボタンを押下します。これで、フィルタ処理なしの時だけ使用されるようにリンクさ

  ６．

れま

した。 更に以下のように、Attributes の Gain1の名前を Saturationに変更します。 
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② ィルタ処理ありの場合の Gain、Gain1ブロック値を可変にする 

する為）。同様に、[Add]ボタンを押
下して、デフォルト値（0.7）の Gain1Valueを作成します。 

フ

 
temperatureSensor サブシステムの[フィルタ処理あり]に属性を設定します。[フィルタ処理あり]
をダブルクリックし、プロパティを開きます。Attributesタグをクリックし、[Add]ボタンを押下し
Attribute を追加します。以下のように、Attribute 欄に GainValue と入力、Type 欄から ps:float
を選択し、Value欄にデフォルト値（0.3）を入れておきます。F欄のチェックは外しておきます（フ
ィーチャモデルやバリアントモデル上で値を変更できるように

 

  [OK]ボタンを押下します。 
フィーチャモデル上で右クリ  ックし、[Show InTree]から[Show All]を選択すると、先程設定した
Attributeが参照できます。 

 

   

 
  次に、これらの変数がファミリーモデル側に反映されるように設定します。 
ファミリーモデルの simulink:Block: Gainをダブルクリックし、プロパティを開きます  。Attributes
グをクリックし、Attributeである Gainの Value欄を以下のように変更します。 

  Gain  :  getAttribute('Filter','GainValue',Value) 

タ

   
 

 20



Fujisetsubi 

 
Value欄を  クリックして、右端に出るボタンを押下して Edit画面を表示します。以下のように設定
します。 

   

 
これは、フィーチャモデルの Filter（フィルタ処理   あり）の Attributeである GainValueの Value
欄の値を取得するという式になります。 
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  [OK]ボタンを押下します。 
 
  同様に、Gain1ブロックのプロパティから Attributeである Gainの Value欄を以下のように変更

します。 
   
   Gain  :  getAttribute('Filter', 'Gain1Value',Value) 
   
  これで、フィーチャモデルで設定した Gain、Gain1の値が、ファミリーモデル（Simulinkモデル）
に反映されるようになります。 

 
③ リミット処理の選択（Saturationブロック or LimitLogicサブシステム） 
 
  temperatureSensorサブシステムのリミット処理部分（Saturation or サブシステム）を変動部分

として扱います。pure::variants で、以下のような [リミット処理] のモデルを生成できるように
します。 

  [リミット処理：Saturation] 
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  [リミット処理：サブシステム] 

   
 
  [手順] 

２．フィーチャモデル（flow_control.xfm）の[温度センサー]上で右クリックし、[New]から[Generic 
Feature]を選択します。New Featureのダイアログが開くので、以下のように [リミット処理]
（LimitLogic）を作成し、[OK]ボタンを押下します。 
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  Variation Typeでは、Mandatoryを選択します。 

 
３．フィーチャモデルの[リミット処理]上で右クリックし、[New]から[Generic Feature]を選択し
ます。New Featureのダイアログが開くので、以下のように[サチュレーション]（Saturation）
を作成し、[OK]ボタンを押下します。 
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  Variation Typeでは、Alternativeを選択します。 
 
４．同様に、フィーチャモデルの[リミット処理]上で右クリックし、[New]から[Generic Feature]
を選択します。New Feature のダイアログが開くので、以下のように [サブシステム ]
（Subsystem）を作成し、[OK]ボタンを押下します。 
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  Variation Typeでは、Alternativeを選択します。 
  これで [リミット処理] は、[サチュレーション] か [サブシステム] のどちらか１つを選択す

ることになります。 
 

   
 
５．作成したフィーチャモデルとファミリーモデルをリンクします。flow_control.mdlのファミリ

ー モ デ ル （ flow_control.ccfm ） か ら 、 temperatureSensor の 部 分 を 開 き ま す

（temperatureSensorの上位層である Simulink:Block: flowRegulatorから、simulink:Block: 
temperatureSensor を開きます）。その中の simulink:Block:Saturation をダブルクリックし
ます。プロパティで Restrictions タグをクリックし、[Add]ボタンを押下します。Restriction
フィールドをクリックすると、右端にボタンが現われるのでそれをクリックします。

Restrictionが pvsclになっていることを確認し、白紙の部分をクリックして CTRL+Spaceを
押下します。いくつか項目が現われるので、その中から[Saturation－サチュレーション]をダ
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ブルクリックします。すると白紙の部分に Saturation と入力されるので、[OK]ボタンを押下
します。これで、この Saturationブロックは、[サチュレーション]の時だけ使用されるように
リンクされました。 

   
 
６．flow_control2.mdlのファミリーモデル（flow_control2.ccfm）から、temperatureSensorの部
分を開きます（temperatureSensor の上位層である Simulink:Block: flowRegulator から、
simulink:Block: temperatureSensorを開きます）。その中の simulink:Block: LimitLogicを右
クリックして Copyを選択します。 
flow_control.mdl の フ ァ ミ リ ー モ デ ル （ flow_control.ccfm ） に 戻 り 、

simulink:System:temperatureSensor を右クリックし、Paste を選択します。これで、
simulink:Block: LimitLogicが flow_control.ccfmにコピーされました。 
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  simulink:Block: LimitLogicをダブルクリックしてプロパティを開きます。Restrictionsタグ
をクリックし、[Add]ボタンを押下します。Restrictionフィールドをクリックすると、右端に
ボタンが現われるのでそれをクリックします。 
Restrictionが pvsclになっていることを確認し、白紙の部分をクリックして CTRL+Spaceを
押下します。いくつか項目が現われるので、その中から[Subsystem－サブシステム]をダブル
クリックします。すると白紙の部分に Subsystem と入力されるので、[OK]ボタンを押下しま
す。これで、この LimitLogicサブシステムは、[サブシステム]の時だけ使用されるようにリン
クされました。 

 

 
７．フィルタ機能とリミット処理の組合せに対応できるように、信号線を準備しなければなりませ

ん。 
simulink:Line:Sum[1]-> は、UnitDelay と Saturation に信号線が出ているので、

simulink:Line:Sum[1]-> のプロパティの Restrictions タグで設定した Filter に対して
Saturationの条件も追加します。Editの GUIを表示して、Filterの後ろに半角スペースを入
力し、CTRL+Spaceを押下します。選択肢の中から ANDを選びダブルクリックします。さら
に半角スペースを入力し、CTL+Spaceを押下し、選択肢の中から[Saturation－サチュレーシ
ョン]をダブルクリックします。 
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これで simulink:Line:Sum[1]-> は、フィーチャモデルで[フィルタ処理あり]かつ[サチュレー
ション]が選択された時だけ Simulinkモデルとして生成されるようリンクされました。 

 

 
同様に、simulink:Line:temperature[1]-> Saturation[1]の Restrictions タグで、“NonFilter 
AND Saturation”と設定します。 

 
 
同様に、既存の simulink:Line:Saturation[1] -> sensorTemperature[1]の Restrictionsタグで、
“Saturation”と設定します。 

 
 
ここからは、新規の信号線になります。既存の信号線をコピーして修正していきます。 
 
flow_control2.ccfm の simulink:Line:Sum[1]-> を Copy し 、 flow_control.ccfm の
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simulink:System:temperatureSensor に Paste します。この信号線の Restrictions タグで、
“Filter AND Subsystem”と設定します。 

 

 
次に、 flow_control.ccfm の simulink:Line:temperature[1]->Saturation[1]を Copy し、
flow_control.ccfm の simulink:System:temperatureSensor に Paste します。この信号線の
Restrictionsタグで、“NonFilter AND Subsystem”と設定します。 

 

 
次に、flow_control2.ccfm の simulink:Line:Limit[1]-> sensorTemperature[1] を Copy し、
flow_control.ccfm の simulink:System:temperatureSensor に Paste します。この信号線の
Restrictionsタグで、“Subsystem”と設定します。 

 
 
これで、[リミット処理]の設定が完了しました。ブロックと信号線は以下のようになっている
かと思います。 
[ブロック] 
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[信号線] 

 

 
 
④ リミット処理の上下限値を可変にする 
 
  temperatureSensor サブシステムの[温度センサー]に属性を設定します。[温度センサー]をダブル
クリックし、プロパティを開きます。Attributesタグをクリックし、[Add]ボタンを押下し Attribute
を追加します。以下のように、Attribute欄に UpperLimitと入力、Type欄から ps:integerを選択
し、Value 欄にデフォルト値（300）を入れておきます。F 欄のチェックは外しておきます（フィ
ーチャモデルやバリアントモデル上で値を変更できるようにする為）。同様に、[Add]ボタンを押下
して、デフォルト値（-100）の LowerLimitを作成します。 
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  [OK]ボタンを押下します。 
  フィーチャモデル上で右クリックし、[Show InTree]から[Show All]を選択すると、先程設定した

Attributeが参照できます。 

   

 
  次に、これらの変数がファミリーモデル側に反映されるように設定します。 
  ファミリーモデルの simulink:Block: Saturation をダブルクリックし、プロパティを開きます。

Attributesタグをクリックし、Attributeである UpperLimitの Value欄を以下のように変更しま
す。 

   
   UpperLimit  :  getAttribute('temperatureSensor', 'UpperLimit',Value) 
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   Value欄をクリックして、右端に出るボタンを押下して Edit画面を表示します。以下のように設

定します。 

    
    
   これは、フィーチャモデルの temperatureSensor（温度センサー）のAttributeであるUpperLimit

の Value欄の値を取得するという式になります。 
 
   同様に、LowerLimitの Value欄を以下のように変更します。 
    
    LowerLimit  :  getAttribute('temperatureSensor', 'LowerLimit',Value) 
   
   これで、フィーチャモデルで設定した UpperLimit、LowerLimit の値が、ファミリーモデル

（Simulinkモデル）に反映されるようになります。 
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   さらに、サブシステムでも UpperLimit、LowerLimitは使用しているので、こちらも Saturation

ブロックと同様に設定する必要があります。 
   simulink:Block:LimitLogic 内の simulink:System:LimitLogic の simulink:Block:Constant と

simulink:Block:Constant1です。 

    
    
   simulink:Block:Constantには UpperLimit、simulink:Block:Constant1には LowerLimitを設

定します。（getAttribute式の設定は今までと同じです） 
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[Constant]

 
 
   

[Constant1]
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  以上で、変動部分の作成は完了しました。 
   
  以下、flow_controlから[New]－[Variant Model]をクリックします。 

   

   
   flow_control.vdmが作成されます。ここで右クリックから[Show In Tree]－[Show All]を選択し

ます。 

    
    
   組合せとしては、下記の 4 パターンが生成されます。[フィルタ処理あり]と[フィルタ処理なし]

は同時に選択不可、[サチュレーション]と[サブシステム]は同時に選択不可になっています。 
（UpperLimit、LowerLimit、GainValue、Gain1Valueは可変です） 
 
１．フィルタ処理あり － リミット処理（サチュレーション） 
２．フィルタ処理あり － リミット処理（サブシステム） 
３．フィルタ処理なし － リミット処理（サチュレーション） 
４．フィルタ処理なし － リミット処理（サブシステム） 

    
   上記 4パターンの temperatureSensorサブシステムは、以下のようになります。 
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[１．フィルタ処理あり － リミット処理（サチュレーション）] 

 

 
[２．フィルタ処理あり － リミット処理（サブシステム）] 
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[３．フィルタ処理なし － リミット処理（サチュレーション）] 

 

 
[４．フィルタ処理なし － リミット処理（サブシステム）] 
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２．シンクロナイザー機能を使用する方法 
シンクロナイザー機能で、インポートされたファミリーモデルと別の Simulink モデル間で同期をと
ります。Compare Editor を開いてファミリーモデルと Simulink モデルを比較し、エディタ上部で異
なる部分をリストで表します。このリストで選択すると、両方のモデルでそれぞれの場所がハイライト

されます。Compare Editor を使って、変動部分といった部品などを Simulink モデル（右側）からフ
ァミリーモデル（左側）に追加することができます。 

 
 
ファミリーモデル内に、Simulink モデルへのパス情報が格納されています。このパス情報を変更する
ことで、様々な Simulinkモデルとファミリーモデルを比較し、Simulinkモデルからファミリーモデル
に部品（変動部分）を追加することができます。ただし、ファミリーモデルと比較する Simulink モデ
ルのモデル名は、ファミリーモデルでインポートした Simulinkモデル名と同じでなければなりません。
モデル名が異なると、比較した時に全体が丸々異なると判断されてしまい、部品を選択して追加するこ

とができません。 
 
ここでは、シンクロナイザー機能の手順を紹介します。変動部分の設定などの詳細については、上述の

『１．別の Simulinkモデルをインポートして行う方法』をご覧下さい。 
 
Simulink モデルへのパス情報の変更方法は、ファミリーモデルの最上位をクリックして右クリック、
コンテキストメニューから Propertiesを選択、Attributesタグをクリックします。 
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一番上の simulink:mdlfileの Value欄をクリックすると、右端にボタン  が出てくるのでクリックし
ます。現在設定されているモデルパス情報が確認できるので、比較対象モデルを変更したい場合はここ

を変更し、OKをクリックします（上記エディタでも OKをクリックします）。 
 
＜手順＞ 
 ファミリーモデルと Simulink モデルを同期するために、ファミリーモデルの何か要素をクリックす
ることで、シンクロナイザーボタンがアクティブになるので、それをクリックします。 

 
 
 Synchronize Modelダイアログが開きますので、終了ボタンをクリックします。 
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Compare Editorが開きます。（以下の場合、Simulinkモデルにあってファミリーモデルにないものが
選択されています） 
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この信号線を Simulink モデル（右側）からファミリーモデル（左側）に追加します。リストで選択さ
れた状態で、Compare Editorの“Copy Current Change from Right to Left”ボタンをクリックしま
す。 
 

 
 
 
そうすると、Simulinkモデルからファミリーモデルに信号線が追加されます。 
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このように、ファミリーモデルに部品を追加したい Simulink モデルを比較対象モデルとして設定し、
部品を追加するといった作業を繰り返し行います。 
 
 
以上のサンプルを評価用に希望される場合は、以下の連絡先まで要求いただけると幸いです。 
 
 

富士設備工業株式会社 電子機器事業部

 〒591-8025 大阪府堺市北区長曽根町1928-1  

Tel: 072-252-2128  www.fuji-setsu.co.jp 
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